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　12
月
10
日

樹種市日

広葉樹市 販売数量

令和3年12月22日 25㎥

樹種・参考価格（高値）等
クロガキ 1.8m 520,000円/㎥、ミズナラ 2.2m 34,410円/㎥、
サクラ 2.0m 33,880円/㎥、タモ 2.2m 41,000円/㎥　他
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第
　1289 

回

　12
月
27
日

庄　　　　　内

概　　　　要 販売量　207㎥　買方　7人 販売量　772㎥　買方　8人

概　　　　要 販売量　318㎥　買方　13人 販売量　 ㎥　買方　 人
△高　○保合　●安

（市況概要） 天童共販所
　年末の忙しい時期ではありましたが、12/27の納市においては
県内外から、変わらずたくさんの応札がありました。
　一般材においても、中目材から太材に幅広く応札が集中し、
普段よりも高値での落札となりました。
　12/22においては、少量ではありましたが今年4度目の広葉樹
市を開催し、県内外からの多数の応札の元、ほぼ完売となりま
した。来年度も開催を予定しております。一年間ありがとうご
ざいました。

（市況概要） 庄内共販所
　天候の悪い中での納市となりましたが、前回同様、一般材
中心に引き合いが見られ、積極的な応札がありました。特に、
角目材に応札が集中し、前回比高となりました。今後、木材価
格の動きに目を配らせながら、集荷に努めたいと思います。
　引き続き、ご協力お願いいたします。一年間ありがとうござ
いました。

庄内町に増設された風車群

当組合ではきのこ種菌を販売しております。
ぜひご利用ください。

R4年春植え用（4月上旬入荷予定）

本　　　所：0235-35-2515
朝日出張所：0235-53-2155

（火・金 営業）

●シイタケ（春出）
●シイタケ（春秋）
●ナ メ コ（中生）

※上記以外の時期も取り扱っていますのでご相談ください。

取扱
品目

●河村式（　500コマ入/瓶）1,760円（税込）

●森　式（1,000コマ入/袋）3,630円（税込）

取扱
メーカー

おらほの
林業人 Vol.

12

田 村 多 一
（鶴岡市長崎）

63歳（林業歴 10年）

●今後の目標
　毎日が森林浴でとても楽しい仕事です。適度の緊
張感とマイナスイオンの中での伐採作業は心と身体
をどんどん健康にしてくれます。
　作業道を開設し間伐した山は10年後宝の山に成
ると信じ日々作業しています。

目 次  －CONTENTS－

組合長年頭あいさつ
羽黒高等学校森林保全活動・山の活動体験
役職員研修会及び山の神祭

2
3

第２次中期経営計画がスタート
補助制度の紹介
森林施業申込み
新総代名簿

4
5

6

地域座談会及び相談会の開催
森林経営計画に基づく事業実施状況
12月市況
お知らせ(きのこ種菌・おらほの林業人)

7

8

きのこ種菌の注文受付中きのこ種菌の注文受付中
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
組
合
員
の
皆
様
に
は
、
つ
つ
が
な
く

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　
旧
年
中
に
お
き
ま
し
て
は
、
本
組
合

の
事
業
運
営
に
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

特
に
、
五
月
に
開
催
し
た
第
二
十
五
回

通
常
総
代
会
は
前
年
度
に
引
き
続
き
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
多
く
の
総
代
の
皆
様
か
ら
書
面

決
議
に
ご
協
力
い
た
だ
き
改
め
て
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
一
時
的
に
収
束
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
年
明

け
か
ら
再
び
広
が
り
を
見
せ
、
一
月
に

は
東
京
都
は
じ
め
隣
接
す
る
三
県
に
緊

急
事
態
宣
言
が
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。
感

染
拡
大
は
そ
の
後
も
全
国
的
な
広
が
り

を
見
せ
、
夏
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ほ
と
ん
ど
の
競
技

で
無
観
客
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
然
災
害
は
二
月
に
福
島
県
、
宮
城

県
を
中
心
に
最
大
震
度
6
強
の
地
震
が

発
生
、
七
月
に
は
静
岡
、
神
奈
川
両
県

を
中
心
に
大
雨
と
な
り
熱
海
市
で
は
土

石
流
に
よ
り
多
く
の
死
傷
者
を
出
し
ま

し
た
。
ま
た
、
八
月
に
は
九
州
、
北
陸
、

中
国
地
方
は
じ
め
各
地
で
大
雨
と
な
り

六
十
七
河
川
が
氾
濫
し
多
く
の
農
地
や

家
屋
が
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
経
済
情
勢
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
経
済
活
動
は
抑

制
さ
れ
ま
し
た
が
公
的
支
出
に
よ
る
経

済
の
下
支
え
の
下
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

促
進
等
も
あ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
産
業
が
回

復
に
向
か
い
後
半
は
緩
や
か
な
回
復
傾

向
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
林
業
・
木
材
産
業
は
、
米
国

な
ど
が
コ
ロ
ナ
後
の
景
気
回
復
策
と
し

て
打
ち
出
し
た
住
宅
産
業
の
活
性
化
に

よ
り
木
材
需
要
が
急
増
し
木
材
価
格
が

高
騰
し
て
い
ま
す
。
国
内
に
お
い
て
も

木
材
の
六
割
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
需
要
に
供
給
が
追
い
付
か
ず

「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
組
合
で
は
第
二
次
中

期
経
営
計
画
（
R
3
〜
R
7
）
の
初
年

度
と
し
て
総
代
会
で
決
議
さ
れ
た
基
本

方
針
に
基
づ
き
各
種
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
主
な
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
策
定
し
た

森
林
経
営
計
画
に
基
づ
き
、
鶴
岡
市
少

連
寺
及
び
大
網
地
区
、
庄
内
町
三
ヶ
沢

地
区
等
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
搬
出
間
伐

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東

増
川
山
国
有
林
に
お
い
て
植
付
、
下
刈
、

除
伐
等
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
庄
内
海
岸
林
を
中
心
に
県
、
市

が
発
注
す
る
松
く
い
虫
等
森
林
病
害
虫

防
除
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
指
導
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
昨
年
に
引
き

続
き
組
合
員
一
日
研
修
を
取
止
め
と
し

ま
し
た
が
、
地
域
座
談
会
や
組
合
員
の

た
め
の
相
談
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に

自
伐
林
家
支
援
事
業
を
始
め
る
な
ど
、

組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
十
月
に
は
鶴
岡
市
と
共

催
で
「
山
の
活
動
体
験
事
業
」
を
初
め

て
少
連
寺
地
内
で
開
催
し
、
チ
ェ
ン
ソ
ー

の
目
立
て
や
操
作
方
法
を
指
導
す
る
と

と
も
に
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
搬
出

間
伐
を
見
学
す
る
な
ど
、
森
林
整
備
の

必
要
性
に
つ
い
て
も
学
ん
で
も
ら
い
ま

組
合
長
年
頭
挨
拶

組
合
長
年
頭
あ
い
さ
つ

出
羽
庄
内
森
林
組
合

　
　代
表
理
事
組
合
長

　山
本
益
生

し
た
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
二
月
下
旬
に

開
催
す
る
地
域
座
談
会
で
も
詳
し
い
情

報
を
提
供
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
　

　
さ
て
、
本
年
は
昨
年
十
月
の
全
国
森

林
組
合
大
会
に
お
い
て
決
議
さ
れ
た
新

森
林
組
合
系
統
運
動
方
針
「
J
Fo
ｒｅｓ

ｔ
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
3
0
」
の
初
年
度
の

年
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
全
国
統
一
目

標
（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）
は
、『
地
域
森
林
の

適
切
な
利
用
・
保
全
と
林
業
経
営
の
更

な
る
発
展
』
で
あ
り
、「
組
合
員
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
」「
働
く
人
の
所
得
向
上
・
就

業
環
境
改
善
」「
事
業
拡
大
・
経
営
の
安

定
化
」
に
取
組
む
と
し
て
い
ま
す
。

　
組
合
と
し
て
も
国
内
外
に
お
い
て
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株
の
拡
大
に
よ

り
経
済
活
動
の
先
行
き
が
不
透
明
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
組

合
の
経
営
理
念
及
び
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の

下
、
組
織
の
充
実
強
化
を
図
り
収
益
性

の
向
上
と
経
営
の
安
定
化
に
努
め
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
組
合

員
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　

　
結
び
に
、
今
年
一
年
の
組
合
員
の
皆

様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
関
係
機
関
・
団

体
の
尚
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　10月7日羽黒高等学校による第3回目の森林
保全活動が川代字東増川山地区で行われました。
今回は『羽黒学園林・Ringプロジェクト』の3
年目となりましたが、3年生120名が参加して
スギ苗200本を補植しました。今後も森林の適
正な管理が行われ、校舎等の改築工事に再び活
用されることを念願しています。

緑環境税PR看板前で記念撮影

　12月10日役職員研修会及び山の神祭を羽黒泉地区活動センターで開催しました。当日は役職員合わ
せて48名が参加し、農林中央金庫山形支店の仲次長さん、大石主任さんからお出でいただき「コンプ
ライアンス及びハラスメントの防止」についてDVDやチェックシートを活用し、どのような言動がハ
ラスメントに該当するか分かり易く説明いただきました。その後、髙橋守庄内森林管理署長はじめ4
名のご来賓から出席いただき山の神祭を執り行いました。今後ともハラスメント及び労働災害の未然
防止に努めていきますので組合員皆様のご理解とご協力よろしくお願いいたします。

コンプライアンス研修 山の神の祭事

羽黒高等学校・森林保全活動
　10月30日鶴岡市主催の山の活動体験事業が少
連寺地内で開催されました。当日は9名の方が
参加してチェンソーの目立てなど手入れ方法を
学びました。また、当地で行われている搬出間
伐事業を見学しました。チェンソーは普段手入
れが疎かになりがちですが、無理に使用すると
大事故にも繋がる恐れがありますので十分な点
検と手入れをお願いします。

チェンソーの目立て作業体験

山の活動体験事業

役職員研修会及び山の神祭の開催
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的
支
出
に
よ
る
経

済
の
下
支
え
の
下
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

促
進
等
も
あ
っ
て
サ
ー
ビ
ス
産
業
が
回

復
に
向
か
い
後
半
は
緩
や
か
な
回
復
傾

向
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
方
、
林
業
・
木
材
産
業
は
、
米
国

な
ど
が
コ
ロ
ナ
後
の
景
気
回
復
策
と
し

て
打
ち
出
し
た
住
宅
産
業
の
活
性
化
に

よ
り
木
材
需
要
が
急
増
し
木
材
価
格
が

高
騰
し
て
い
ま
す
。
国
内
に
お
い
て
も

木
材
の
六
割
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
需
要
に
供
給
が
追
い
付
か
ず

「
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
」
と
呼
ば
れ
る
状
態

が
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
組
合
で
は
第
二
次
中

期
経
営
計
画
（
R
3
〜
R
7
）
の
初
年

度
と
し
て
総
代
会
で
決
議
さ
れ
た
基
本

方
針
に
基
づ
き
各
種
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
主
な
も
の
は
、
こ
れ
ま
で
策
定
し
た

森
林
経
営
計
画
に
基
づ
き
、
鶴
岡
市
少

連
寺
及
び
大
網
地
区
、
庄
内
町
三
ヶ
沢

地
区
等
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
搬
出
間
伐

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東

増
川
山
国
有
林
に
お
い
て
植
付
、
下
刈
、

除
伐
等
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
庄
内
海
岸
林
を
中
心
に
県
、
市

が
発
注
す
る
松
く
い
虫
等
森
林
病
害
虫

防
除
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
指
導
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
昨
年
に
引
き

続
き
組
合
員
一
日
研
修
を
取
止
め
と
し

ま
し
た
が
、
地
域
座
談
会
や
組
合
員
の

た
め
の
相
談
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に

自
伐
林
家
支
援
事
業
を
始
め
る
な
ど
、

組
合
員
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
十
月
に
は
鶴
岡
市
と
共

催
で
「
山
の
活
動
体
験
事
業
」
を
初
め

て
少
連
寺
地
内
で
開
催
し
、
チ
ェ
ン
ソ
ー

の
目
立
て
や
操
作
方
法
を
指
導
す
る
と

と
も
に
高
性
能
林
業
機
械
に
よ
る
搬
出

間
伐
を
見
学
す
る
な
ど
、
森
林
整
備
の

必
要
性
に
つ
い
て
も
学
ん
で
も
ら
い
ま

組
合
長
年
頭
挨
拶

組
合
長
年
頭
あ
い
さ
つ

出
羽
庄
内
森
林
組
合

　
　代
表
理
事
組
合
長

　山
本
益
生

し
た
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
二
月
下
旬
に

開
催
す
る
地
域
座
談
会
で
も
詳
し
い
情

報
を
提
供
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
　

　
さ
て
、
本
年
は
昨
年
十
月
の
全
国
森

林
組
合
大
会
に
お
い
て
決
議
さ
れ
た
新

森
林
組
合
系
統
運
動
方
針
「
J
Fo
ｒｅｓ

ｔ
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
3
0
」
の
初
年
度
の

年
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
全
国
統
一
目

標
（
ス
ロ
ー
ガ
ン
）
は
、『
地
域
森
林
の

適
切
な
利
用
・
保
全
と
林
業
経
営
の
更

な
る
発
展
』
で
あ
り
、「
組
合
員
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
」「
働
く
人
の
所
得
向
上
・
就

業
環
境
改
善
」「
事
業
拡
大
・
経
営
の
安

定
化
」
に
取
組
む
と
し
て
い
ま
す
。

　
組
合
と
し
て
も
国
内
外
に
お
い
て
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株
の
拡
大
に
よ

り
経
済
活
動
の
先
行
き
が
不
透
明
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
組

合
の
経
営
理
念
及
び
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
の

下
、
組
織
の
充
実
強
化
を
図
り
収
益
性

の
向
上
と
経
営
の
安
定
化
に
努
め
て
参

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
組
合

員
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
　

　
結
び
に
、
今
年
一
年
の
組
合
員
の
皆

様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
関
係
機
関
・
団

体
の
尚
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　10月7日羽黒高等学校による第3回目の森林
保全活動が川代字東増川山地区で行われました。
今回は『羽黒学園林・Ringプロジェクト』の3
年目となりましたが、3年生120名が参加して
スギ苗200本を補植しました。今後も森林の適
正な管理が行われ、校舎等の改築工事に再び活
用されることを念願しています。

緑環境税PR看板前で記念撮影

　12月10日役職員研修会及び山の神祭を羽黒泉地区活動センターで開催しました。当日は役職員合わ
せて48名が参加し、農林中央金庫山形支店の仲次長さん、大石主任さんからお出でいただき「コンプ
ライアンス及びハラスメントの防止」についてDVDやチェックシートを活用し、どのような言動がハ
ラスメントに該当するか分かり易く説明いただきました。その後、髙橋守庄内森林管理署長はじめ4
名のご来賓から出席いただき山の神祭を執り行いました。今後ともハラスメント及び労働災害の未然
防止に努めていきますので組合員皆様のご理解とご協力よろしくお願いいたします。

コンプライアンス研修 山の神の祭事

羽黒高等学校・森林保全活動
　10月30日鶴岡市主催の山の活動体験事業が少
連寺地内で開催されました。当日は9名の方が
参加してチェンソーの目立てなど手入れ方法を
学びました。また、当地で行われている搬出間
伐事業を見学しました。チェンソーは普段手入
れが疎かになりがちですが、無理に使用すると
大事故にも繋がる恐れがありますので十分な点
検と手入れをお願いします。

チェンソーの目立て作業体験

山の活動体験事業

役職員研修会及び山の神祭の開催
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作業種 補助対象林齢

① 造　　　林
② 下　　　刈
③ 雪　起　し
④ 枝　打　ち
⑤ 除　　　伐
⑥ 保 育 間 伐
⑦ 搬 出 間 伐

⑧ 森林作業道

100％※3

68％
68％
68％
68％
68％
68％

68％

58%※3

36%
36%
－
－
－
－

－

－
32%嵩上

－
32%嵩上
32%嵩上

未定 ※4

未定 ※4

未定 ※4

未定 ※4

新設予定

新設予定

32%嵩上
64%嵩上

－
84%
84%

－
－
－
－
－

－
－
－
－
－

―
10年生以下 ※1

25年生以下
30年生以下
25年生以下
35年生以下
60年生以下 ※２

間伐等と一体的に
実施する場合。

◎ 鶴岡市の「森林環境譲与税活用事業」が新設されました。
　 従来は再造林・下刈に対して22%の嵩上補助を行っていましたが、さらに補助率が10%～42％上乗せされます。
　 また、枝打ち・除伐への32％嵩上補助、支援事業対象外の区域に対しての84％補助が新設されました。
◎ 庄内町の「間伐実施推進事業」について搬出間伐・森林作業道開設が今後補助対象となる予定です。
　 補助率等の詳細については詳細が決まり次第お知らせいたします。

補助率
鶴岡市　補助 庄内町　補助山形県　支援事業

計画あり 計画なし 計画あり 計画なし 計画あり 計画なし

計画 …… 森林経営計画　　　　嵩上 …… 山形県の支援事業に対しての嵩上補助

補助率は、山形県の標準単価に対しての割合です。山林状況によって事業費が増減する場合があります。

※１ 林齢６年生以降の下刈りについては、苗木の生育状況によって補助対象にならない場合もあります。
※２ 計画に基づく間伐は100年生未満まで補助対象となります。
※３ 支援事業に、やまがた緑環境税（22％)、計画有の場合は森林再生基金（10％）が加算されます。
※４ 市町村が取りまとめる特定間伐促進計画に記載する必要があります。35年生以上でも保育間伐が可能です。
　　 補助率は新年度に確定したらお知らせします。

令和４年度　補助制度の主な変更点(上記赤枠)

第２次・中期経営計画(R3～R7)がスタートしました
　平成28年度から始まった「第１次中期経営計画」が令和２年度で終了し、今年度から第２次中期
経営計画がスタートしました。計画期間は令和７年度までの５か年間であり、その概要は以下の通
りです。組合員各位のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

『人・森林資源の循環及び地域経済の発展のために』

⑴ 森林環境譲与税や森林経営管理制度により地域の森林管理における行政機関の役割が高まっているこ
とを受け、地域の森林管理方針（長期ビジョン）について市町と協議・共有し持続可能な林業経営に
繋げる。また、森林経営計画制度を活用した施業の集約化、路網の整備、高性能林業機械による搬出
間伐等、作業の効率化・低コスト化を図った森林整備を一層進め、組合経営の安定化を目指すととも
に組合員への利益還元に努める。

⑵ 伐採跡地の再造林を推進して地域資源の循環を図るとともに地元製材工場等と事業連携を図り安定し
た原木の供給に努める。また、公共建築物等の木造化の推進について関係機関に働きかけるとともに、
民間企業と連携して地域材の有効利用を推進する。

⑶ 組合経営にとって人材育成が最も重要であることから職員・作業技術員の資質向上を図る研修・講習
会等に積極的に参加し、仕事への意識改革・技術改善を進めるとともに、労働条件の改善及び安全衛
生教育を進め働きがいのある職場づくりに努める。

⑷ 「地域座談会」のほか「組合員のための相談会」を定期的に開催するとともに自伐林家等意欲のある
林業者のニーズを汲み上げた事業を展開する。また、オープンで風通しの良いコミュニケーションを
有する組織を醸成し信頼される組織体制の構築を目指す。

Ⅰ 経営理念

１．組織の充実・強化
２．事業の拡大及び収益性の向上による経営の安定化
３．組合員サービスの向上

１. 地域の森林管理方針（長期ビジョン）に基づく持続可能な林業経営
　　 ① 森林環境譲与税の有効活用　　② 森林経営管理制度の推進
　　 ③ SDGs（持続可能な開発目標）への貢献

２. 森林経営計画に基づく計画的な森林整備の推進
　　 ① 森林経営計画に基づく森林施業の推進　　② 路網整備の推進及び高性能林業機械の有効活用
　　 ③ 地域資源の循環

３. 地域産材の利用促進
　　 ① 公共建築物等の木造化の推進　　② 事業連携による安定した原木供給

４. 人材の育成及び確保
　　 ① 従業員の資質向上と就業環境の改善　　② 職員等の採用　　③ 安全衛生教育の徹底

５.信頼される組織体制の確立
　　 ① 組合員ニーズへの対応　　② コンプライアンスの推進

Ⅱ 経営ビジョン

Ⅲ 基本戦略

Ⅳ 基本戦略に基づく具体的取組

令和４年度　森林施業申込受付中
　山林の手入れを希望する場合は、申込書に必要事項をご記入の上、
令和４年３月31日までに申し込みください。不明な点はご相談ください。

☆森林整備の補助金を活用する際は、以下にご注意願います。

　①　補助金を活用して整備した箇所は、原則、森林以外への転用をしないこと

　②　補助事業完了の翌年度から５年以内（やまがた緑環境税事業は20年以内）に、当該区

　　　域の皆伐（立木竹の全面伐採除去)・転用を行う場合は、あらかじめ県（市町）へ届出

　　　し承認を得る必要があるほか、補助金返還の義務が生じること

　※当組合で整備した森林において、皆伐・林地開発（風車建設等）等の話がある場合には、

　　事前に森林組合までご相談ください。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
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－
－
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32%嵩上
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－
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⑵ 伐採跡地の再造林を推進して地域資源の循環を図るとともに地元製材工場等と事業連携を図り安定し
た原木の供給に努める。また、公共建築物等の木造化の推進について関係機関に働きかけるとともに、
民間企業と連携して地域材の有効利用を推進する。

⑶ 組合経営にとって人材育成が最も重要であることから職員・作業技術員の資質向上を図る研修・講習
会等に積極的に参加し、仕事への意識改革・技術改善を進めるとともに、労働条件の改善及び安全衛
生教育を進め働きがいのある職場づくりに努める。

⑷ 「地域座談会」のほか「組合員のための相談会」を定期的に開催するとともに自伐林家等意欲のある
林業者のニーズを汲み上げた事業を展開する。また、オープンで風通しの良いコミュニケーションを
有する組織を醸成し信頼される組織体制の構築を目指す。

Ⅰ 経営理念

１．組織の充実・強化
２．事業の拡大及び収益性の向上による経営の安定化
３．組合員サービスの向上

１. 地域の森林管理方針（長期ビジョン）に基づく持続可能な林業経営
　　 ① 森林環境譲与税の有効活用　　② 森林経営管理制度の推進
　　 ③ SDGs（持続可能な開発目標）への貢献

２. 森林経営計画に基づく計画的な森林整備の推進
　　 ① 森林経営計画に基づく森林施業の推進　　② 路網整備の推進及び高性能林業機械の有効活用
　　 ③ 地域資源の循環

３. 地域産材の利用促進
　　 ① 公共建築物等の木造化の推進　　② 事業連携による安定した原木供給

４. 人材の育成及び確保
　　 ① 従業員の資質向上と就業環境の改善　　② 職員等の採用　　③ 安全衛生教育の徹底

５.信頼される組織体制の確立
　　 ① 組合員ニーズへの対応　　② コンプライアンスの推進

Ⅱ 経営ビジョン

Ⅲ 基本戦略

Ⅳ 基本戦略に基づく具体的取組

令和４年度　森林施業申込受付中
　山林の手入れを希望する場合は、申込書に必要事項をご記入の上、
令和４年３月31日までに申し込みください。不明な点はご相談ください。

☆森林整備の補助金を活用する際は、以下にご注意願います。

　①　補助金を活用して整備した箇所は、原則、森林以外への転用をしないこと

　②　補助事業完了の翌年度から５年以内（やまがた緑環境税事業は20年以内）に、当該区

　　　域の皆伐（立木竹の全面伐採除去)・転用を行う場合は、あらかじめ県（市町）へ届出

　　　し承認を得る必要があるほか、補助金返還の義務が生じること

　※当組合で整備した森林において、皆伐・林地開発（風車建設等）等の話がある場合には、

　　事前に森林組合までご相談ください。ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
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地域座談会の開催について

　森林組合では、森林所有者の皆様の森林をとりまとめ森林
経営計画を策定しています。令和3年度は作成した森林経営
計画に基づき、少連寺及び大網の団地で間伐事業を実施しま
した。また現在、狩川の楯山団地において事業を実施中で
す。間伐以外にも、再造林や枝打ち等も実施しております。
　ご協力頂いた組合員の皆様、ありがとうございました。

　今後も順次行っていきますので、関
係者の皆様のご協力をどうぞよろしく
お願いいたします。

少連寺団地
17.02ha
1,978ｍ
2,499㎥
完了

大網団地
16.74ha
402ｍ
1,346㎥
完了

楯山団地
9.54ha
1,520ｍ
800㎥
実施中

団　地　名
間 伐 面 積
森林作業道
搬 出 材 積

期　　日
2月21日(月)
2月22日(火)
2月22日(火)
2月24日(木)
2月24日(木)
2月25日(金)
2月25日(金)

時　　間
午後 2：00～4：00
午前10：00～正午
午後 2：00～4：00
午前10：00～正午
午後 2：00～4：00
午前10：00～正午
午後 2：00～4：00

区　　域
羽黒

鶴岡（上郷、豊浦、大山、西郷他）
鶴岡（黄金、大泉、田川）

朝日
櫛引
立川
藤島

場　　所
泉地区地域活動センター

農村センター
農村センター
すまいる
櫛引公民館
狩川公民館

東栄地区地域活動センター

少連寺団地の間伐状況

令和３年度　森林経営計画に基づく事業実施状況

　組合では令和2年10月から月2回の‘組合員のための相談会’を開催しています。これまで述べ18
回開催しており40名を超える組合員から相談がありました。その内容は、山林を相続したが場所や境
界が分からない。後継者がいないので山林を譲渡したい。森林経営管理制度はどのような内容か、間
伐の補助制度についてなど、様々な相談が寄せられています。
　今年も引き続き下記の日程で相談会を開催しますので、出席される方は事前に住所、氏名、相談内
容を組合本所までご連絡願います。

《開催日程及び開催場所》
 ２月15日(火）午後１時半　立川出張所　庄内町狩川字堅田20－2　  ☎0234-56-2020
 ３月 1 日(火）　　〃　　　朝日出張所　鶴岡市下名川字落合3　　    ☎0235-53-2155
 ３月15日(火）　　〃　　　本所　　　　鶴岡市水沢字山之腰31－1　☎0235‒35-2515

　※4月以降の日程は、毎月１日・15日を基本として、当日が休日、祝祭日の場合は前後に開催します。
　　なお、具体的な期日は新年度に入ってから広報等でお知らせします。

組合員のための相談会の開催について
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　令和４年２月下旬に恒例となります地域座談会を開催します。座談会の日程は下記のとおりですので
関心のある組合員の方は是非ご参加下さい。なお、参加する場合はマスクの着用をお願いします。
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地域座談会の開催について

　森林組合では、森林所有者の皆様の森林をとりまとめ森林
経営計画を策定しています。令和3年度は作成した森林経営
計画に基づき、少連寺及び大網の団地で間伐事業を実施しま
した。また現在、狩川の楯山団地において事業を実施中で
す。間伐以外にも、再造林や枝打ち等も実施しております。
　ご協力頂いた組合員の皆様、ありがとうございました。

　今後も順次行っていきますので、関
係者の皆様のご協力をどうぞよろしく
お願いいたします。

少連寺団地
17.02ha
1,978ｍ
2,499㎥
完了

大網団地
16.74ha
402ｍ
1,346㎥
完了

楯山団地
9.54ha
1,520ｍ
800㎥
実施中

団　地　名
間 伐 面 積
森林作業道
搬 出 材 積

期　　日
2月21日(月)
2月22日(火)
2月22日(火)
2月24日(木)
2月24日(木)
2月25日(金)
2月25日(金)

時　　間
午後 2：00～4：00
午前10：00～正午
午後 2：00～4：00
午前10：00～正午
午後 2：00～4：00
午前10：00～正午
午後 2：00～4：00

区　　域
羽黒

鶴岡（上郷、豊浦、大山、西郷他）
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朝日
櫛引
立川
藤島

場　　所
泉地区地域活動センター

農村センター
農村センター
すまいる
櫛引公民館
狩川公民館

東栄地区地域活動センター

少連寺団地の間伐状況

令和３年度　森林経営計画に基づく事業実施状況

　組合では令和2年10月から月2回の‘組合員のための相談会’を開催しています。これまで述べ18
回開催しており40名を超える組合員から相談がありました。その内容は、山林を相続したが場所や境
界が分からない。後継者がいないので山林を譲渡したい。森林経営管理制度はどのような内容か、間
伐の補助制度についてなど、様々な相談が寄せられています。
　今年も引き続き下記の日程で相談会を開催しますので、出席される方は事前に住所、氏名、相談内
容を組合本所までご連絡願います。

《開催日程及び開催場所》
 ２月15日(火）午後１時半　立川出張所　庄内町狩川字堅田20－2　  ☎0234-56-2020
 ３月 1 日(火）　　〃　　　朝日出張所　鶴岡市下名川字落合3　　    ☎0235-53-2155
 ３月15日(火）　　〃　　　本所　　　　鶴岡市水沢字山之腰31－1　☎0235‒35-2515

　※4月以降の日程は、毎月１日・15日を基本として、当日が休日、祝祭日の場合は前後に開催します。
　　なお、具体的な期日は新年度に入ってから広報等でお知らせします。

組合員のための相談会の開催について
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　令和４年２月下旬に恒例となります地域座談会を開催します。座談会の日程は下記のとおりですので
関心のある組合員の方は是非ご参加下さい。なお、参加する場合はマスクの着用をお願いします。
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令和３年度　山形県森連木材流通センター　12月市況令和３年度　山形県森連木材流通センター　12月市況
単位　円／㎥
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樹種市日

広葉樹市 販売数量

令和3年12月22日 25㎥

樹種・参考価格（高値）等
クロガキ 1.8m 520,000円/㎥、ミズナラ 2.2m 34,410円/㎥、
サクラ 2.0m 33,880円/㎥、タモ 2.2m 41,000円/㎥　他
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庄　　　　　内

概　　　　要 販売量　207㎥　買方　7人 販売量　772㎥　買方　8人

概　　　　要 販売量　318㎥　買方　13人 販売量　 ㎥　買方　 人
△高　○保合　●安

（市況概要） 天童共販所
　年末の忙しい時期ではありましたが、12/27の納市においては
県内外から、変わらずたくさんの応札がありました。
　一般材においても、中目材から太材に幅広く応札が集中し、
普段よりも高値での落札となりました。
　12/22においては、少量ではありましたが今年4度目の広葉樹
市を開催し、県内外からの多数の応札の元、ほぼ完売となりま
した。来年度も開催を予定しております。一年間ありがとうご
ざいました。

（市況概要） 庄内共販所
　天候の悪い中での納市となりましたが、前回同様、一般材
中心に引き合いが見られ、積極的な応札がありました。特に、
角目材に応札が集中し、前回比高となりました。今後、木材価
格の動きに目を配らせながら、集荷に努めたいと思います。
　引き続き、ご協力お願いいたします。一年間ありがとうござ
いました。

庄内町に増設された風車群

当組合ではきのこ種菌を販売しております。
ぜひご利用ください。

R4年春植え用（4月上旬入荷予定）

本　　　所：0235-35-2515
朝日出張所：0235-53-2155

（火・金 営業）

●シイタケ（春出）
●シイタケ（春秋）
●ナ メ コ（中生）

※上記以外の時期も取り扱っていますのでご相談ください。

取扱
品目

●河村式（　500コマ入/瓶）1,760円（税込）

●森　式（1,000コマ入/袋）3,630円（税込）

取扱
メーカー

おらほの
林業人 Vol.

12

田 村 多 一
（鶴岡市長崎）

63歳（林業歴 10年）

●今後の目標
　毎日が森林浴でとても楽しい仕事です。適度の緊
張感とマイナスイオンの中での伐採作業は心と身体
をどんどん健康にしてくれます。
　作業道を開設し間伐した山は10年後宝の山に成
ると信じ日々作業しています。
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